
→「日中計画分娩」の勧め （~1990）

 母児の安全性は他ならぬ医学と医療によって確保
されてきたとの産科医の自負心

 限られた医療スタッフ（産科医＋助産師も）での

安全な分娩管理とは？

 周産期医学、医療技術の進歩によって日本の妊産
婦死亡は減尐した！

 分娩誘発、促進もこれに大きく寄与した

 自然分娩が本来の姿であることは認めた上で、医
学的監視体制のもとで介助できた結果である

そういう時期
も
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